
瀬
戸
毘
沙
門
天

王 

２９号 

平成２０年７月 

瀬戸毘沙門天王 

夏
祭
り
が
近
づ
き
ま
し
た
。
今
年
は
第
二
十
五
回
。 

長
島
病
院
設
立
二
十
六
年
を
迎
え
ま
し
た
。
毘
沙
門
天

王
様
と
一
緒
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
お
陰
で
皆
様

方
の
お
役
立
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
心
こ
め
て
仕
え

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

第
二
十
五
回 

夏
祭
り 

 

 

毎
年
十
月
第
一
日
曜
日
に
、
長
島
病
院
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
の
追
善
法
要
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

阿
弥
陀
堂
に
阿
弥
陀
如
来
様
を
お
ま
つ
り
し
て
毎
日
奉
れ

る
と
こ
ろ
と
し
て
建
立
し
ま
し
た
。 

 

先
祖
・
親
が
あ
っ
て
現
在
の
自
分
が
あ
る
こ
と
に
感
謝

し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

恩
に
報
い
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

八
月
十
七
日
（
日
）
ホ
テ
ル
オ
オ
ク
ラ
岡
山
で 

 
 
 
 
 
 

入
場
料
五
千
円
（
お
弁
当
付
）
午
後
十
二
時
よ
り 

  

道
州
制
に
な
っ
た
時
、
州
都
は
「
岡
山
」
。
そ
れ
が
我
々
の
願
い
で

す
。 

 

吉
備
文
化
の
流
れ
で
吉
備
真
備
・和
気
清
麻
呂
宗
教
界
で
は
法
然 

栄
西 

江
戸
末
期
に
は
黒
住
教
・金
光
教
な
ど
精
神
文
化
は
他
の
地

区
よ
り
抜
け
出
て
い
る
。
医
学
校
が
出
来
た
の
も
中
四
国
で
岡
山
が

は
じ
め
て
で
し
た
。
医
者
を
め
ざ
し
て
九
州
よ
り
石
井
十
次
先
生
が

来
ら
れ
、
そ
の
後
福
祉
の
父
と
呼
ば
れ
る
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。 

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
も
日
本
で
始
め
て
岡
山
か
ら
生
ま
れ
、
瞬
く
間

に
全
国
に
広
が
り
ま
し
た
。
「
カ
ラ
オ
ケ
」
は
世
界
に
通
じ
る
言
葉
に

な
り
ま
し
た
。
演
歌
・
カ
ラ
オ
ケ
は
大
衆
文
化
と
し
て
脈
々
と
現
代

に
生
き
て
い
ま
す
。
演
歌
の
心
を
大
切
に
岡
山
文
化
を
育
て
た
い
。 

 

今
回
ス
テ
ー
ジ
で
歌
う
人
は
車
椅
子
の
人
な
ど
弱
者
を
優
先
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
岡
山
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
古
城
章
・

青
井
昭
子
・
戸
村
日
登
味
・
竹
川
由
里
子
。
佐
藤
カ
ロ
リ
ー
タ
の
歌

の
競
演
は
心
打
つ
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
で
仲
良
く
助
け
合

う
岡
山
に
し
ょ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

チ
ケ
ッ
ト
は
お
ひ
さ
ま
で
販
売
し
て
い
ま
す
。 

 

特
別
顧
問
と
し
て
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
代
議
士
は 

 

逢
沢
一
郎
・
萩
原
誠
司
・
阿
部
俊
子
・
橋
本
岳
・
加
藤
勝
信
・  

 
 

村
田
吉
隆
の
諸
先
生
方
で
す
。
そ
し
て
県
内
の
各
メ
ヂ
ア
の
後
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

時
は
見
え
な
い
。
昨
日
の
時
は
反
省
・
感
謝
。 

明
日
の
時
は
我
が
心
に
あ
り
。 

 

七
月
二
十
六
日
（
土
） 

 

 

き
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岡岡岡
山山山
演演演
歌歌歌
ままま
つつつ
りりり 
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